


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           用語の定義 
 
このガイドラインにおいては、以下のとおりに用語を定義しています。 
 
○三重県型「学校経営品質」 
 公益財団法人日本生産性本部が提唱する「経営品質向上プログラム」の考え方、
理念、仕組みを学校に合わせた形でアレンジしたもの 
 
注）「経営品質向上プログラム」は公益財団法人日本生産性本部が開発した、組織が「卓

越した経営」を目指すためのプログラムです。かつて米国経済の再生に重要な役割を果たし

た「マルコム・ボルドリッジ国家品質賞」の考え方の日本版となります。 

 
○学校経営品質（＝学校経営の品質） 
 学校経営の質、状態 
 （＝職員の連携・協力の状態や授業の質）     
 
○学校経営品質向上活動 
 三重県型「学校経営品質」の考え方、理念、仕組みをベースにしながら、様々な
手立てにより学校経営品質を高めていく活動     
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基本理念 

    

この基本理念とは、三重県型「学校経営品質」が大切にする価値観、行

動基準を意味するもので「学習者本位」「教職員重視」「社会との調和」「独

自能力」という４つの要素からなります。 

  

 （１）学習者本位 

「学習者」とは、児童生徒をはじめ、保護者や地域の方々等、学校として 

「人づくり」という価値を提供する相手方を総称したものです。 

学習者本位とは、「いつも学習者の視点からものを見て、行動することを

大切にする」という考え方です。 

 

この考え方は、決して学習者の要望を全て受け入れるということではあり

ません。児童生徒の将来を考えた場合、受け入れられないことも当然ありま

すし、要望がなくともやらなければならないこともあります。ただ、その際

も、学習者の視点に立った説明や行動が必要という考え方です。 

 

取り組む際には、学校の活動が真に学習者のためになっているかを常に確

認することが重要です。 

 

（２）教職員重視 

教職員重視とは、教職員一人ひとりのやる気と元気を大切にするという考 

え方です。児童生徒が、生き生きと学校生活を送ることができるようにする

ためには、教職員自身のやる気と元気が必要です。 

 

それらを引き出す（保つ）ために、学校は、教職員が仕事にやりがいを感

じ、自らの成長を実感できる組織である必要があります。 

 

そのため、教職員一人ひとりが何に満足し、何に不満を感じているかを対

話等によって把握し、理解し合い、みんなで改善することが大切です。 

 

（３）社会との調和 

学校も地域社会の一員として開かれた学校づくりをすすめ、その役割を

自覚して地域に役立つことを目指すという考え方です。 

２ 





    仕組み 

（１）学校プロフィール 

  学校プロフィールは、「目指す学校像」（ありたい姿）、学校の現状、将来変
化への認識を教職員で共有するとともに、それらを踏まえた学校の重要な取

組方針等を導き出すためのツールです。（※Ｐ３０参照） 

 

どのような学校にしたいのか、児童生徒や保護者はどのような期待・要求 

をもっているのか、学校にとっての重要な課題は何か、そして、どのような

方針で取り組むのか、これらの認識が教職員の間でバラバラでは、どのよう

な活動もうまくいくはずがありません。そこで、学校経営の改革方針の策定

やアセスメントの際に、この学校プロフィールを活用し、全教職員で話し合

い確認し合うことにより、目指す学校像や具体的な行動についての分掌や職

種等を越えた全員の共通認識を促すことができます。 

 

学校プロフィールで、どれだけ「目指す学校像」が具体化されているか、

現状の認識が的確に把握されているか、「目指す学校像」実現のための重要な

視点（方針）がわかりやすく示されているか、そしてそのことが教職員全員

に共有されているかが、学校経営の改革方針の策定やアセスメントの有効性

を大きく左右します。学校プロフィールは三重県型「学校経営品質」の基本

となる最も重要なツールです。毎年、全教職員で確認し、共有することが大

切です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

３ 

                   ～鈴木一郎（１２歳）さんの作文～ 
 
「僕の夢は、一流のプロ野球選手になることです。そのためには、中学、高校と全
国大会へ出て、活躍しなければなりません。活躍できるようになるには、練習が必要
です。僕は３歳の時から練習を始めています。３歳から７歳までは半年くらいやって
いましたが、３年生の時から今までは、３６５日中、３６０日は、激しい練習をやっ
ています。だから一週間中で、友達と遊べる時間は、５時間、６時間です。そんなに、
練習をやっているのだから、必ずプロ野球の選手になれると思います。 
（中略）ぼくが一流の選手になって試合に出られるようになったら、お世話になっ

た人に、招待券を配って応援してもらうのも夢の一つです。とにかく一番大きな夢は

プロ野球選手になることです。」 藤尾秀昭「心に響く小さな５つの物語」（致知出版社） 

 

イチロー選手は、１２歳の頃から、「誰のため」「何のため」に野球をするのかを自

覚していました。イチロー選手のように、目的・目標・手段を常に意識することが、

学校経営品質向上活動を進めるうえでとても大切です。 

     

コラム３ 









 

 

学校プロフィール作成のポイント 
（以下の番号及び項目は、様式と対応しています） 

 

１ 目指す学校像について 

（１）目指す学校像 

「目指す学校像」は、自分たちがこれから創り上げたい学校の姿を記入

します。 

 

   「目指す学校像」は学校が進むべき方向を選択する際の判断軸となるよ

う、具体的であることが望まれます。しかし、地域を含め、広く学校関係

者で共有しやすくするためには、ある程度、キャッチフレーズ的で親しみ

やすい（抽象的な）表現になるのはやむを得ません。そのため、ここで用

いた抽象的な表現は、（２）の「ありたい姿」の項で「実現したい学校の状

態」としてさらに具体的に示します。 

 

   「目指す学校像」は、３年から５年後の学校や児童生徒のイメージであ

り、毎年変わる性質のものではありませんが、学校内外の様子や、児童生

徒の現状等を把握し、毎年確認しながら必要に応じて修正する必要があり

ます。 

 

（２） ありたい姿（実現したい学校の状態） 

「ありたい姿」は、今の学校が「目指す学校像」の実現のため、「こうで

ありたい」と考えている具体的な学校の状態や目標について記入します。 

 

「目指す学校像」で使用されがちな、「夢」「元気」「学力」「協力」とい

った抽象的な言葉が、自校にとってどのような状態を目指しているのかを

具体的な姿で示します。 

 

例えば、「子どもたちが元気で明るく毎日を過ごしている状態にする」と

いうような抽象的な目標ではなく「すべての子どもたちが、友だちや先生、

Ⅲ 仕組みの活用 

１ 



地域の人に自分から大きな声であいさつができる状態にする」といった誰

もが同じ状態を思い描けるまで目標を具体化することがここでのポイント

です。 

 

「目指す学校像」の実現のためには、教育活動等の児童生徒に関わるも

のだけではなく、活動の基盤となる「学校の組織風土（慣例や慣習を含む）」

や「職場環境等の教職員を取り巻く状態」に関わるものが、重要な要素と

なる場合もあります。 

 

目標達成の期間は中長期（３年から５年）をイメージします。 

 

２ 現状の認識について 

  ここで整理した学校を取り巻く状況や将来変化への認識が、各種計画を

策定する際の根拠となります。「３．目指す学校像実現のための重要な視点

（方針）について」もこの現状認識を前提に考えることで、実現性が高ま

ります。 

 

（１）「価値」を提供する相手方 

「（１）① 相手方の区分」は、学校の価値（教育活動や地域貢献活動等）

の直接の提供先を記入します。 

 

「（１）① 相手方の区分」は、考えられるものをすべて列挙するのでは

なく、「目指す学校像」（ありたい姿）の実現のためという視点で優先順位

を付け、重要と思われる相手方を３つ程度に絞り込んでください。 

 

学校によっては、「地域」や「保護者」などが「相手方」にも「パートナ

ー」にもなる場合がありますが「相手方」と「パートナー」では要求・要

望・期待の視点が違いますので、それぞれの立場から見て整理してくださ

い。 

 

（２）パートナー 

「（２） ①パートナーの区分」は、「（１） 価値を提供する相手方」に、

より質の高い価値を提供するための協力者、協力組織等を記入します。 

 

パートナーは対等な関係であることが前提です。互いが協力し合うこと



で win-win の関係になれることが条件です。その視点でパートナーとなり

得るかどうかを整理します。 

 

パートナーは、考えられるものをすべて列挙するのではなく、目指す学

校像（ありたい姿）の実現のためという視点で優先順位を付け、重要と思

われる相手方を４つ程度に絞り込んでください。 

 

（３）組織の現状 

「１（２）ありたい姿」の実現に向けて、現在、認識している学校の状

態や学校を取り巻く環境について記入します。 

 

「２（１）価値を提供する相手方」、「２（２）パートナー」で整理した

内容を踏まえながら、「１（２）ありたい姿」の実現に向け「うまくいって

いること」「うまくいっていないこと」双方の視点から、現在の学校がどう

いう状態にあるのかを示します。 

 

「１（２）ありたい姿」の実現に向け、影響を及ぼす、または影響を及

ぼす可能性が高いと思われる、学校を取り巻く環境や将来予測される環境

変化があれば示します。例えば、外国人児童生徒数の増減や団地の造成に

よる児童生徒数増等が考えられます。 

 

現在の学校の状況になるに至った過去の経緯や事情等で考慮すべきこと

があれば示します。 

 

「１（２）ありたい姿」と現状のギャップがイメージでき、何が今の学

校の強みで、何が課題なのかを教職員が共有できるものであることがポイ

ントとなります。 

 
３ 目指す学校像実現のための重要な視点（方針）に 
ついて 

（１）重点化に向けた視点 

「１（２）ありたい姿」の実現に向けた学校の重点取組を導き出すため

の学校経営における重要な視点（方針）を記入します。 

 

「３（１）重点化に向けた視点」を導き出すにあたっては、「２．現状の

認識について」を踏まえ、重要度だけではなく、実現の可能性も考慮する

必要があります。 





    学校経営の改革方針作成のポイント 
  （以下の番号及び項目は、様式と対応しています） 

 

Ⅰ 目指す学校像 

学校経営の改革方針は学校プロフィールに基づき作成します。ここには、

確認を終えた学校プロフィールの「目指す学校像」を転記します。 

 

「目指す学校像」を掲げても、教職員一人ひとりが同じイメージを描け

るとは限らないので、「目指す学校像」のイメージを教職員間で統一する必

要があります。このことは、改革方針の策定の入り口でもあり、1年間ＰＤ

ＣＡを回していく際の入り口でもあるので、非常に大切です。 

 

学校経営の改革方針策定にあたっては、「目指す学校像」に加え、学校プ

ロフィールの「ありたい姿（実現したい学校の状態）」をしっかりと共有す

る必要があります。 

 

Ⅱ 現状と課題 

学校プロフィールの「２現状の認識について」で把握した組織の現状を

踏まえ、課題（あるべき姿と現状のギャップ）を考えます。 

 

児童生徒、保護者、地域のニーズや学校を取り巻く環境を踏まえ、学校

の現状と課題について記入します。また、今後の見通しについても記入し

ます。 

 

学校の現状を網羅的に記入するのではなく、「目指す学校像」の実現に向

けた現状と課題に絞って記入することがポイントです。 

 

Ⅲ 中長期的な重点目標 

   学校プロフィールの「３（１）重点化に向けた視点」に沿った重点目標
を設定します。 

 

   「目指す学校像」を実現するにあたり、３年から５年後の到達イメージ

を明示した具体的な目標を３つ程度に絞って設定します。 

   必要に応じて、アセスメント等による自己評価結果や学校関係者評価で

２     





 アセスメント実施のポイント 
    
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）各カテゴリーの考え方 

①カテゴリー１ リーダーシップ 
このカテゴリーは、目指す学校像（ありたい姿）や視点（方針）が明らかで、

教職員がそれに向かって取り組めるよう、校長の適切なリーダーシップが発揮

されているかについてアセスメントします。 

 

適切なリーダーシップの発揮とは、校長自身の具体的な活動の有無や多寡に

よって判断するものではなく、校長のマネジメントにより、教職員等が校長の

想いや方針に共感し、活動できる状態が実現できているかどうかで判断します。 

 
②カテゴリー２ 学校の社会的責任 
このカテゴリーは、教職員の倫理観の醸成や法令遵守、学校経営の透明性の 

確保や環境への配慮など、社会からの要請に学校が応えているか、学校が教育

活動などを通して社会や地域の一員として受け入れられ、信頼を得ているかに

ついてアセスメントします。 

 
どんなにすばらしい教育活動に取り組んでいても「学校が信頼されている」

というベースがないと取組や効果は限定されてしまいます。このカテゴリーは

「自分たちの学校は、社会（地域）から信頼されていると胸を張れる学校です

か」ということを問いかけています。 

３ 

①「学校プロフィール」の確認と共有、「カテゴリー８学校の活動結 

 果〈１の（２）は除く〉」の作成と共有は毎年度実施してください。 

 

②最低３年に１回は、有効なアセスメントができる体制を整備したう 

 えで、全てのカテゴリーを一度に取り組むフルアセスメントを実施 

 してください。 

 

③アセスメントシートの一部のカテゴリーを用いて、対話のツールと 

 して活用することも有効です。この場合は、特に進め方に気を遣う 

 必要はありません。自由闊達な対話になることを重視して取り組ん 

でください。 



③カテゴリー３ 「学習者」の理解と対応 
このカテゴリーは、一般的な組織では「顧客」と定義される「学習者」との 

適切な関係を構築するための取組、具体的には「学習者」の要求・期待の把握、

苦情や意見への対応、「学習者」の満足度の把握が適切に行われているかをアセ

スメントします。 

 

ここでいう「学習者」とは、学校プロフィールにある「価値を提供する相手

方」のことです。このカテゴリーをアセスメントする前には、学校プロフィー

ルにおいて「価値を提供する相手方」が誰なのかが十分に話し合われ、整理さ

れ、共有されていることが必要です。 

  

「自分たちの学校は、“学習者”のことを正しく理解できていますか」「自分た

ちの学校は“学習者”に正しく理解してもらえていますか」ということを問い

かけています。 

 

④カテゴリー４ 計画の策定と展開 
このカテゴリーは、「目指す学校像」を実現するための「学校経営の改革方針」

等の計画や「実施計画」が適切に策定されているか、またそれらが教職員一人

ひとりの具体的な行動計画に繋げられているかをアセスメントします。 

 

「学校の計画は“絵に描いた餅”ではなく、学校にとって役に立ち、教職員

がその必要性を理解・納得できる計画となるよう作られていますか」というこ

とを問いかけています。 

 

⑤カテゴリー５ 人材育成と組織能力の向上 
このカテゴリーは、学校の目的を達成するための基盤となる人と組織に着目し、

意欲に満ちた組織づくりへの取組、教育・訓練、自己啓発への取組、教職員の

満足度向上への取組がどのように行われているかをアセスメントします。 

 

「ＯＪＴ研修」とは、「0n the Job Training」の略です。授業を始めとする 

実際の業務に従事する場を研修の機会と捉え、教職員が業務を通して学び合い、

各々のスキルを高めていく取組です。 

 

「教職員人材育成支援システム」が、学校において教職員のために有効に活

用されているかどうかもこのカテゴリーで診ます。 

 
「学校は教職員の能力を高めようとしていますか、教職員の協力関係をより

よくしようとしていますか、教職員のやりがいを高めようとしていますか」と



いうことを問いかけています。 
 
⑥カテゴリー６ 仕事の進め方 
このカテゴリーは、学校が「学習者」へのよりよい価値提供の視点や教職員 

の多忙化解消の視点に立って、教育活動を始めとする仕事の進め方や手順を常

に見直しているか、学校の関係者と価値観や目標を共有し、よきパートナーと

しての協力関係の構築に適切に取り組んでいるかをアセスメントします。 

 

ここでいう学校の関係者は、学校プロフィールの「パートナー」をもとに考 

えます。このカテゴリーをアセスメントする前には、学校プロフィールにおい

て「パートナー」が誰なのかが十分に話し合われ、整理され、共有されている

ことが必要です。 

 

「授業や学校行事、様々な事務作業等の進め方は、昨年度から着実に改善さ

れてきましたか」「パートナーとの協力関係は良好で、連携は年々進んでいます

か」ということを問いかけています。 
 

⑦カテゴリー７ 情報の管理と活用 
このカテゴリーは、学校にとって必要な情報・データが定義づけられると共 

に、情報インフラ（インターネット等の情報基盤）なども有効に用いながら効

率的に収集、分析、整理され、教職員が活用しやすい状態になっているか、情

報セキュリティー対策に組織的かつ適切に取り組めているかをアセスメントし

ます。 

 

ベンチマーキングとは、組織が改善活動をしようとするときに、異業種を含

めた他の優れた組織や団体から、改善のヒントとなるプロセスやノウハウを学

び、自らの組織に適した形で導入することで、改善活動のレベルを高めようと

する活動です。 

 

「学校が大切にしなければならない情報やデータが何であるかが教職員に共

有され、きちんと集められていますか」「その情報やデータは、組織的に管理さ

れ、使いやすく整理されていますか」ということを問いかけています。 

 

 
 
 
 
 



⑧カテゴリー８ 学校の活動結果 
 

 

このカテゴリー８＜１の（２）は除く＞の作成・共有は、フルアセスメン

ト実施の有無に関わらず毎年実施してください。 

 

 

このカテゴリーは、本来ならカテゴリー１～７に関する活動結果と組織とし

ての総合的な活動結果をアセスメントするカテゴリーですが、学校の場合は、

カテゴリーごとの活動結果を示すことが難しく、作業負担が大きいことから、

このカテゴリーについてはアセスメントの視点（考え方）を大きく変えていま

す。このカテゴリーにおける視点（考え方）は以下のとおりです。 

 

【アセスメントの視点（考え方）】 
 
カテゴリー８〈１の（２）は除く〉は、カテゴリー１～７のアセスメントに

取り組む前に確認し、教職員で共有します。達成状況（結果）を共有してから

アセスメントをすることによって、それぞれの事項について「うまくいってい

るのはなぜか」「うまくいかないのはなぜか」という視点で診ることができるよ

うなります。 

 

 学校は結果の見えにくい組織です。同じアンケート結果を見ても「十分うま 

くいっている」と感じる教職員もいれば「このままではダメだ」と感じる教職 

員もいます。そのような状態で各カテゴリーをアセスメントしても対話がかみ 

合いません。 

 

たとえば、「学校が確実に良い方向に向かっている」という前提でリーダーシ

ップの現状を診るのと、「学校があまり良くない状況である」という前提で診る

のとでは、当然のことながら意見を出す視点が異なってきます。この前提を揃

えてからアセスメントを始め、意見を交わさないとカテゴリーにおける対話が

うまくすすめられず、アセスメントに余分な時間がかかってしまいます。 

アセスメントを円滑に進めるため、最初に“学校の状態”を確認し、認識を

共有しておこうというのが、カテゴリー８を先にアセスメントするねらいです。 

 

 

 

 

 





今の学校が「目指す学校像」に向かうため、①「こうでありたい」と考えて

いる具体的な学校の状態や目標、②現在認識している学校の状態や取り巻く環

境、③目指す学校像実現のための重要な視点（方針）等を全ての教職員で共有

することが大切です。 

 

②カテゴリー８〈１（２）を除く〉に記入します 
カテゴリー８〈１（２）を除く〉のシートに取り組むことで、教育活動等の

活動結果をもとに、「目指す学校像」の実現に向けてうまく進んでいるかどうか

をあらかじめ明らかにします。 

 

カテゴリー１から７をアセスメントする前に、現在の学校が目指す学校像の

実現に向けて「うまく進んでいる」のか「うまく進んでいない」のかを教職員

間で話し合っておくことが、アセスメントで改善課題を導き出す重要なポイン

トになります。 

 

このカテゴリーで示す「特に重視している取組と指標」は、すでに学校が学

校経営の改革方針に掲げているものから抜粋して記入します。 

 

③カテゴリ―１から７に記入し、対話します 
カテゴリー１から７のシートに記入することにより、学校の「教育活動全般

の状況」を７つの視点から診断し、学校の重要な教育活動等について特に学校

が重視しなければならない視点を明らかにします。 

 

カテゴリー２，３，５，６には評価欄に加えて、「重点欄」を設けています。

学校プロフィールの「１．目指す学校像」の実現に向けて関係性が深いと思わ

れる改善の視点を明確にするためのものです。特に関係性が深いと思われる「重

点欄」には○を付け、重要な改善課題を導き出す際の参考にします。 

 

記入後に、必ず複数の教職員で対話をします。現在のやり方が、「目指す学校

像」の実現に適っているのか、「価値」を提供する相手方から見て、本当に好ま

しいと言えるのか、どの部分が適切でどの部分を改善しなければならないのか

などに学校が自ら気づき、改善につなげるためには、アセスメントシートをも

とに教職員で対話することが何よりも大切です。 

 

④カテゴリー８〈１（２）〉に記入します 
ある意味でアセスメントの総括となる項目です。「ありたい姿」の実現という

視点で、カテゴリー１～７のアセスメントに基づいた学校の診断結果（強みと

弱み）をここで示します。 



⑤アセスメント結果をもとに改善課題を導き出します 
最終的に導き出す改善課題は多くとも５つ程度にします。 

 

アセスメントの後には、必ず「誰が」「何を」「いつまでにするか」を明確に 

します。 

 

（３）ビギナー版アセスメントシートの使い方 

 ビギナー版アセスメントシートは、「アセスメントに取り組んだことがない」
「アセスメントは難しそうで手が出せない」「アセスメントで何が得られるかの

かがわからない」という状態の学校に、ぜひ取り組んでいただきたいシートで

す。 

 

正規のものと比較すると簡易な様式ですが、対話を通してアセスメントの目

的が理解できるとともに、多くの気づきを得ることができます。 

 

ビギナー版を通じてアセスメントの役割を理解し、コツをつかんでから、正

規のアセスメントへ軸足を移すことをお勧めします。 

 

①アセスメントシートＡ 
このシートは、学校の重要な取組状況を診断することにより、学校の状況と 

改善課題を共有しようとするもので、学校の重要な取組ごとにアセスメントを

します。 

 

１つの取組に１枚のシートを使用します。 

 

全ての重要な取組についてアセスメントする必要はありませんが、より多く 

の「気づき」を得ようとするなら、複数のアセスメントをお勧めします。その 

際は、学校の重要な取組を「児童生徒のための取組」「教職員のための取組」「地 

域のための取組」等、取組の対象という区分で整理し、区分別の取組をアセス 

メントするとよいでしょう。 

アセスメントする取組は、重要かつ課題が大きい（うまくいっていない）と 

感じているものを優先してください。 

 

シートＡの「学校の取組の現状」１～９の項については、必ず全教職員で共 

有してください。このことが、このアセスメントで成果を得るための前提とな

ります。 

 







 

 

 

Ⅳ 様式集 





（ 様 式 ） 

平成  年度 学校経営の改革方針 

 

学校名              

 
Ⅰ 目指す学校像（基本理念） 
 
 
 
 
Ⅱ 現状と課題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅲ 中長期的な重点目標 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅳ 本年度の行動計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ Ⅰ～Ⅳについて、３～４ページ程度にまとめて下さい。 



アセスメントシート



















学校名：
【学校の取組の現状】

１．目指す学校像は何ですか ※１枚に一つの目指す学校像を書いてください

＜今の状態（姿）＞

が、
＜実現させたい状態（姿）＞

になる

３．この状態の実現を重視した理由（背景）は何ですか

４．学校はこの状態を実現させるためにどのような方針で取り組むことが有効と考えていますか

５．この方針に沿った取組で学校にとって特に重要な取組は何ですか
※１枚に一つの取組を書いてください

６．この取組を学校が選択した理由（背景）は何ですか

７．この取組がうまくいっているかどうかをどんな指標で評価しますか（していますか）

８．この取組はうまくいっていますか

９．どうしてそのように評価しましたか

【取組の診断】

10．上記の１～９の内容は教職員全員に共有されていますか ①はい ②いいえ

11．保護者や地域に対して１～９の内容のどの項目が伝わっていますか。番号を選んでください

→ ②と診断された場合、アセスメントは一旦終了です。学校の現状を教職員が
共有できてから、改めてアセスメントに取り組んでください

＜ビギナー版＞アセスメントシートＡ（具体的な取組から学校の状態を診断）

①うまくいっている②概ねうまくいっている③あまりうまくいっていない④うまくいっていない

２．この「目指す学校像」に近づいたと感じられる具体的な状態（姿）はどのようなものですか
※誰もが同じ状態（姿）を思い描けるレベルまで具体化してください
※１枚に一つの状態（姿）を書いてください

※「共有」というのは、個々の教職員がこの現状分析に納得しているということではなく、学校がこの取組について
こういう現状分析をしているということと、この分析結果となった理由を知っているということです



①はい ②いいえ

→ ②を選んだ場合、何が不足していると思いますか

①はい ②いいえ

①はい ②いいえ

→ ②を選んだ場合、何が不足していると思いますか

①はい ②いいえ

①はい ②いいえ

→ ②を選んだ場合、何が不足していると思いますか

①はい ②いいえ

①はい ②いいえ

→ ②を選んだ場合、何が不足していると思いますか

【取組の診断結果】

19．この取組を進めるにあたっての、学校としての“強み”“弱み”は何ですか
＜強み＞

＜弱み＞

20．この取組の成果をさらに高めるため学校としてどのような改善活動に取り組む必要がありますか

12．この取組は、社会のニーズや学校を取り巻く環境の将来変化、保護者
の要望・期待や児童生徒の現状を踏まえて決められましたか

15.．この取組を進めるにあたり、関係する教職員に必要なスキルは明確に
なっていますか

②地域（ ）①保護者（ ）

14．この取組を進めるにあたり、学校が持つべきデータや情報が何である
かが整理され、収集されていますか

13．この取組を進めるにあたり、各々の教職員は自分が果たすべき役割を
理解していますか

16．この取組は、各分掌（事務を含む）、学年、教科等の連携・協力のも
と進められていますか

17．この取組を進めることによって、学校（組織）としての一体感は高
まっていますか。

18．この取組は、地域や関係機関との適切な連携・協力のもと進められて
いますか





学校名：

【カテゴリー１：リーダーシップ】

①はい ②いいえ

①はい ②いいえ

【カテゴリー２：学校の社会的責任】

①はい ②いいえ

→ ②を選んだ場合、何が不足していると思いますか

①はい ②いいえ

→ ②を選んだ場合、何が不足していると思いますか

①はい ②いいえ

【カテゴリー３：「学習者」の理解と対応】

①はい ②いいえ

→ ②を選んだ場合、何が不足していると思いますか

①はい ②いいえ

→ ②を選んだ場合、何が不足していると思いますか

①はい ②いいえ

→ ②を選んだ場合、何が不足していると思いますか

【カテゴリー４：計画の策定と展開】

①はい ②いいえ

①はい ②いいえ

①はい ②いいえ

【カテゴリー５：人材育成と組織能力の向上】

４．学校と地域や関係機関との信頼関係は良好ですか

３．学校は、学校の情報を積極的に地域や関係機関に発信していますか

７．学校の情報は児童生徒や保護者等に積極的に発信され、伝わっていますか

５．学校は整理・整頓・清掃が行き届いていますか

８．学校への意見や要望、苦情等は教職員に共有され、組織的な対応がなされ
ていますか

※「学校経営の改革方針」等の計画：学校経営の目指す姿やその実現に向けた重点的な
取組等を示した計画。
※ 「実施計画」：各分掌や学年、教科等の計画。

９．「学校経営の改革方針」等の計画を策定する際には全ての教職員が参画
し、その計画の立て方に理解と納得を得ていますか

６．学校は児童生徒や保護者等の要望や期待、満足度を具体的に把握していま
すか

10．「実施計画」には具体的な達成目標を掲げ、進捗状況を定期的に把握し
ていますか

11．「学校経営の改革方針」等の計画や「実施計画」に基いた個人レベルの
目標設定や行動計画の策定がなされていますか

＜ビギナー版＞アセスメントシートＢ（組織としての学校の現状を俯瞰的に診断）

１．校長が学校経営において大事だと考えていることが教職員全員にきちんと
伝わっていますか

２．職場には自由闊達な雰囲気がありますか（職員室の雰囲気は明るいですか）



①はい ②いいえ
→ ②を選んだ場合、何が不足していると思いますか

①はい ②いいえ

①はい ②いいえ

【カテゴリー６：仕事の進め方】

①はい ②いいえ

①はい ②いいえ

→ ②を選んだ場合、何が不足していると思いますか

①はい ②いいえ

→ ②を選んだ場合、何が不足していると思いますか

【カテゴリー７：情報の管理と活用】

①はい ②いいえ

→ ②を選んだ場合、何が不足していると思いますか

【総合的な診断結果】

＜強み＞

＜弱み＞

12．教職員同士の授業研究などのＯＪＴ研修は日常的に行われていますか

15．前例踏襲を検証し、業務や会議等の精選や効率化に取り組んでいますか

19．学校の組織としての“強み”“弱み”は何ですか

20．よりよい組織にするために、学校としてどのような改善活動に取り組む必要がありますか

13．意欲的な取組を行っている教職員やグループの活動を学校は盛り上げて
いますか

14．教職員の満足度を定期的に把握し、満足要因・不満足要因を分析してい
ますか

1８．学校にとって必要な情報・データはわかりやすく分類され、使いやすい
状態になっていますか

16．授業の質を高めるための指導計画や指導方法の研究・改善などに学校全
体で取り組んでいますか

17．いじめ、不登校、学級崩壊等の学校の課題に対し、学級、学年、分掌を
越えて、組織的に対応できていますか



２．この取組の目的は何ですか。目指す学校像や中長期の重点目標を踏まえて記述してください

＜今の状態（姿）：「○○の○○という状態」＞

が、
＜実現させたい状態（姿）：「○○という状態」＞

になる

４．様々な選択肢の中で、この取組を学校が重要と判断し、選んだ理由（背景）は何ですか

５．この取組がうまくいっているかどうかをどんな指標で評価しますか（していますか）

６．この取組はうまくいっていますか

①うまくいっている②概ねうまくいっている③あまりうまくいっていない④うまくいっていない

７．どうしてそのように評価しましたか

３．この取組を通して、現在の学校の「どんな状態（姿）」を「どのような状態（姿）」に変
えられれば、目的に近づくことができると考えていますか
※誰もが同じ状態（姿）を思い描けるレベルまで具体化してください

アセスメントシートＡのための「学校の大事な取組」整理シート

１．現在、学校（分掌や学年等）が大事にしている取組は何ですか
※改革方針等の「具体的な行動計画」から１つ選んでください









 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学校経営品質向上活動ガイド」 

 平成２４年４月 発行  三重県教育委員会 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先 
三重県教育委員会事務局 研修企画・支援課 
電話０５９－２２６－３４２８ 
mail:kenshien@pref.mie.jp 
 


